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Dialektik Über Vernunft und Religion 理性と宗教のアウフヘーベン
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ドイツに21世紀の社会主導原理の萌芽がある　という様なことを先週書いた。今週は、これに関していくつかメモ的に書き記しておこう。三人のドイツ人、アンゲラ・メルケル、ユルゲン・ハーバーマス、ヨーゼフ・ラッツィンガ－、について備忘録をとる形で記す。まだネタの段階の話なので…。

アンゲラ・メルケル　再統一ドイツの現首相。この人はなんと社会主義だった東ドイツ出身だ。例えるなら、北朝鮮と韓国が再統一することは直ぐにはないと思うが、もしそうなった時、北朝鮮の誰かが統一韓国の首相になる様なもの。驚きだ。ドイツでは何故この様なことが可能なのか？　これを解く鍵はメルケルさんを首相に推した支持政党にある。それはCDUとCSU。ンッ？　ドイツ語なのに何故Cがあるんだ？　…そう、ChristianのCだ。Christian DemocracyとChristian Socialismがメルケルさんを支持している。キリスト教が両者を -- 自由主義西ドイツと社会主義東ドイツを – 束ねる紐帯（ちゅうたい）となっている。

読者の方は…もうお分かりだろう。「キリスト教的第三の道」という社会思想。どうやらこれが21世紀社会の社会主導原理としてクローズアップされているのだ。

ユルゲン・ハーバーマス　Methodological atheist方法論的無神論者の範疇の社会哲学者、社会思想家。マックス･ウェーバーもこの範疇。キリスト教のことは十分にunderstandしているし、個人的生活においては教会にも足を運ぶが、社会や経済を論じるときは極力宗教を排除して論理を組み立てようとする。

ハーバーマスは、communicative rationalityあるいはinter-subjectiveを大事にする。コミュニケーションによる合理性あるいは間主観性。つまり、どこでも誰にでも納得できる一般的合理性でなく、現に今いる当事者たち主観者たちが良く良く話し合った上で到達する「合意」を大事にする。彼はこれを「コミュニケーションによる合理性」と呼ぶ。

つまりハーバーマスはuniversalist（普遍主義的個人主義者）だ。「共通善」の存在を信じている。コミュニケーションによる合意が – 例えどんなに意見が異なっていても、もし熟議に熟議を重ねるならば – 存在するはずだと信じている。

まっ、この辺り、日本人が見るとキリスト教の影響がプンプンしてるんだけどね…。

ヨーゼフ・ラッツィンガ－　現在のローマ教皇 -- カトリックのヒエラルキーの頂点。ラッツィンガーは枢機卿だった頃の2004年1月19日に上記のハーバーマスと討論会を行った。この両者のガップリ四つの討論、私の様な21世紀社会主導原理研究者というかPartnership論研究者にとっては、それこそ「鳥肌が立つ」というか「背筋にビリビリと電撃が走る」というような凄い討論だ。

その内容は一言で言えば、表題に示した「Dialektik Über Vernunft und Religion 理性と宗教（キリスト教）のアウフヘーベン」だ。このPPTを開くと分かるが、100頁あまりの書籍になっている。

内容をもう少しかみ砕くと、「西洋社会の社会主導原理は、19世紀くらいまではキリスト教の影響が強かった。これが弁証法でいうテーゼ（正）。けれど20世紀になるとそれは合理主義・理性主義になった。これがアンチテーゼ（反）。そして21世紀は、それら理性とキリスト教がアウフヘーベンを起こし、ジンテーゼ（合）を合成するだろう。新たな社会主導原理を合成するだろう。」というものだ。
「鳥肌モン」だ。ぞぞーっと来ませんか？ナニっ、全然分からんですか？ウーム、でも、西洋諸国および「いま、西洋に追いつけ追い越せ」のアジア・アフリカ新興国ではこの「Dialektik Über Vernunft und Religion 理性と宗教（キリスト教）のアウフヘーベン」は各国語に翻訳され結構なベストセラーとなっている。
日本でも、岩波書店から三島憲一先生の翻訳で『ポスト世俗化時代の哲学と宗教』として出版されている。1800円。巻末の三島憲一先生による「〈訳者解説〉変貌するカトリック教会とディスクルス倫理」が秀逸。この本を購入して読むことをお勧めする。

今週は以上。来週も乞うご期待。
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